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平成22年度に策定した「岡崎地域活性化ビジョン」を推進するとともに、岡崎地域の魅力向上を図

っていくエリアマネジメント組織が、この度発足しました。組織の名称は、「京都岡崎魅力づくり推進

協議会」です。 7月8日（金）の午後6時から、みやこめっせにおいて設立総会が行われました。

総会冒頭で、門川市長が挨拶され、「一流の資源と、限り

ない可能性を秘めた岡崎を京都、日本、世界のために活か

していきたい。」「オール京都で力強く岡崎の魅力づくりを

進めていこう。」と岡崎活性化への強い思いを表されると

ともに、ビジョン策定や組織設立に対する御礼を述べられ

ました。

「京都岡崎魅力づくり推進協議会」は、27団体で構成し

ており、決定機関である総会、情報交換の場である連絡会、

業務執行を管轄する幹事会、そして各プロジェクトを推進

するプロジェクトチーム、事務局で構成しています。さらに

岡崎地域の魅力づくりに向けて、目的を同じくする多様な

団体や京都市の関係部局とも積極的に連携していきます。
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設立総会及び総会終了後に行われた第1回幹事会の様子をご報告します。

設立総会では、第1号議案として「組織名称」、第2号議案として組織規約等について承認されました。第3号

議案として役員が選出されました。代表には、京都市美術館長の潮江宏三氏、幹事会には参画団体の中から11

団体、幹事長には㈱京都産業振興センター（みやこめっせ）の岡田安正氏が選ばれました。さらに本組織のア

ドバイザーとして、京都大学大学院教授の門内輝行氏、㈱京都銀行会長の柏原康夫氏が委嘱されました。

第4号議案では、組織の運営方針に加え、今年度のリーディング事業として、①岡崎・あかりとアートのプロ

ムナード事業、②魅力情報発信事業、③秋・春の岡崎散策事業、④コラボイベント等支援事業を実施すること

が承認され、第5号議案として予算も承認されました。

また、その後の意見交換では、「１５周年を迎えたみやこめっせも一緒に岡崎を盛り上げていきたい」（（株）

京都産業振興センター 波部代表取締役）、「岡崎に注目が集まるのは嬉しく、積極的な情報発信に取り組ん

でいきたい」（平安神宮 本多総務部長）、「地元の声をしっかり聴きつつ、岡崎の素晴らしいものを活かして先

を見据えた判断をしていく必要がある」（岡崎自治連合会 澤邉会長）などといった意見が出されました。
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総会終了後、第1回幹事会を開催しました。岡田幹事長の挨拶の後、幹事

会で検討する内容、スケジュールを確認し、プロジェクトを具体的に検討

・遂行する母体である「プロジェクトチーム」を立ち上げることを確認し

ました。今年のリーディング事業である「岡崎・あかりとアートのプロム

ナード」では、「エコ×アート×コミュニティ」を取組方針として、事業の

具体化を進めることを確認しました。

潮江代表 あいさつ

岡崎地域活性化懇談会の取組をはじめ、こうした形でエリアマネジメント組織を

組み立てられたのは非常に重要なこと。年間500万人もの人々が訪れる地を更に

活性化させることに疑問を持たれる方もあるかもしれない。しかし、現状では「点」

としての来訪が多く回遊が少なく、京都岡崎が持つ資源やポテンシャルが活かさ

れておらず、地域の活性化につながっていかないという岡崎の現状がある。これ

からのまちの活性化は、行政が引っ張るのではなく、柔らかなネットワークのもとに

進めていくことが大事なポイント。

門内アドバイザー メッセージ

行政・市民・企業，多くの人が力を発揮して，まちを育てていこうというのが“エリ

アマネジメント”。先人が築いた過去に敬意を払いながらこれを「継承」し、未来に何

を残していくかを考えながら新たな「創造」を付け加えていくことである。

大切なのは、関係している人たちの人間関係を形成すること、人や組織がつなが

っているということである。地域の活性化とは、地域に生命を吹き込むことであ

る。ぜひ、多くの方にビジョンをしっかり御覧いただき、今回の組織が岡崎の夢を共

有した、より多くの関係者のコミュニティへとつながることを期待する。


